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＜SEP の作製＞密度(12.5-100 mg/cm3)ならびに厚み(1.25-5 mm)を変えた SEP
を合計６群について、凍結乾燥にて作製した。＜創傷治癒効果評価＞健常モル










ベルの効果を示す SEP（密度 25 mg/cm3、厚み 5 mm）が得られた。また、糖尿病




























応じて可変した。全層皮膚欠損創モデルでは、密度 25 mg/cm3、厚み 5 mmならびに密度
12.5 mg/cm3、厚み 5 mmの SEPは、SEAと同レベルの肉芽組織形成を示した。また、Ⅳ
度褥瘡モデルでも、密度 25 mg/cm3、厚み 5 mmの SEPは SEAと同レベルの肉芽組織形
成を示した。一方、SEPから得られたゲル化物内には、コントロール群と比較して bFGF 





したがって、本論文は博士（ 医 学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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